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浮遊粒子状物質に含まれる多環芳香族炭化水素類（ について，パーソナルカスPAH)
（ （ ， ， ）ケードインパクト サンプラーを用いて三重県北勢地域の 地点 納屋 桑名 桜PCI) 3

で 段階に分級サンプリングし，液体クロマトグラフ－分光蛍光検出器で定量を行う際3
の捕集フィルタからの抽出条件等について検討した．その結果， 地点のうち桑名，桜3
の 地点では良好な添加回収率を得ることができた．納屋で採取される 以下の微2 2.5µm

（ ，小粒子 からの の抽出について添加回収率に不十分な場合があったがPC-3,PM2.5) PAH
今回の検討では解決することができなかった． 年 月～ 月の 実態調査の結2008 1 6 PAH
果，納屋の の添加回収率に不十分な月はあるものの，粒子中の 濃度は各地点PC-3 PAH
とも 月に比較的高く 月にかけて減少する傾向を示した．1 6

キーワード：浮遊粒子状物質，多環芳香族炭化水素類，パーソナルカスケードインパク

ト（ )サンプラーPCI

はじめに

自動車 ･ 法の対策地域である三重県北NOx PM
勢地域内において，浮遊粒子状物質の実態を把

握するため， ～ 年度まで沿道地域，2004 2006
一般住宅地，バックグラウンド地の 地点につ3
いてアンダーセンエアサンプラー，パーソナル

カスケードインパクト（ サンプラーや米国PCI)
連邦規格適合サンプラー（ 装置）等を使っFRM
て，粒径分布や微小粒子（ ）濃度，そのPM2.5
粒子中の炭素，有機炭素，イオン，金属等の内

容成分調査を行ってきた．その結果，沿道地域

（ ） ， ，においての微小粒子 濃度は 東京都PM2.5
横浜市，名古屋市で測定されている濃度と同程

度の状況であることなどがわかった ．
1)

本報告では，これまでの調査と同様に北勢地

域の環境状況の異なる 地点（沿道地域 一般住3 ,
宅地 バックグラウンド地）において， サン, PCI
プラーを用いて浮遊粒子状物質を 段階に分級3
サンプリングを行い，これらに含まれる多環芳

香族炭化水素類（ について，抽出条件等のPAH)
検討を行ったので，その結果を報告する．

調査方法

１．調査地点

図 に示す自動車 ･ 法の対策地域であ1 NOx PM
る北勢地域内の納屋，桑名，桜の 地点でサン3
プリングを行った．

地点の概要は下記のとおりである．3
納屋は幹線道路（国道 号線）の近傍に位置23



し，自動車排ガス等の影響を受けやすい地点で

ある（自動車排出ガス測定局：四日市市蔵町

．4-17）
桑名は一般住宅地の桑名市上野にあり，直接

には自動車排ガスの影響を大きく受けにくい地

（ ）．点である 一般環境局：桑名市大字上野 283
桜は保健環境研究所敷地内で鈴鹿山脈の麓に

あり，桑名より自動車排ガス等の影響を受けに

くい地点である（四日市市桜 ．3690-1）

図１ 調査地点

調査対象物質２．

以下に対象とした のと名称とその略称をPAH
示す．

1)ベンゾ（ａ）アントラセン( )BaA
2)クリセン( )Chr
3)ベンゾ（ｅ）ピレン( )BeP
4)ベンゾ（ｂ）フルオランテン（ ）BbF
5)ベンゾ（ａ，ｃ）アントラセン（ )BacA
6)ベンゾ（ｋ）フルオランテン（ ）BkF
7)ベンゾ（ａ）ピレン（ ）BaP
8)ジベンゾ（ａ，ｈ）アントラセン( ）DBahA
9)ベンゾ（ｇｈｉ）ピレリン（ ）BghiP

10）インデノ(1,2,3 )ピレン（ ）-cd IP
11)ベンゾ（ｂ）クリセン（ ）BbC
12)ジベンゾ（ａ，ｅ）ピレン( )DBaeP
13）ピーセン( )Pic
14)コロネン( )Cor

の14物質とした．なお， , については，BaA Chr
気温等の条件によりフィルタに捕集されない可

能性のある物質であるが，同時分析が可能なた

め測定を行った．

３．試薬・器具・装置

1) 試薬

， ， ， ， ， ，・対象物質：BaA Chr BbF BkF BaP DBahA
， はスペルコ製の混合標準原液を用いBghiP IP

． ， ，た は東京化成製 は 製BeP BacA,Cor Aldrich
は 社製の原体をアBbC,DBaeP,Pic Accu Standard

セトニトリルを用いて標準原液を調製した．各

， ，標準原液を混合して アセトニトリルで希釈し

標準液を作成した．PAH
・ジクロロメタン，アセトン，ヘキサン：和光

(300)純薬残留農薬分析用

・アセトニトリル：関東化学 分析用LC
・精製水：蒸留水製造装置の蒸留水を全ガラス

製蒸留器で 回蒸留したもの．溶離液には精製2
水を ｍフィルタでろ過したものを使用し0.2µ
た．

2) 装置・器具

・高速液体クロマトグラフ－分光蛍光検出器

（ ： 社製 シリーズHPLC-FLD Agilent Tec. 1100）

SUPELCOSIL LC-PAH・分析カラム：

・ サンプラー： 東京ダイレック製PCI AN-200
( ) RS-18・高速冷却遠心器： 株 トミー精工

SHARP UT205・超音波発生装置： 製

・恒温槽：抽出液の濃縮に ℃で使用した．40
PALLFLEX PRODUCTS CORP・フィルタ：

SIZE 47mm×20mm 47mm製 ，
３～９）４．採取・分析方法

1) 試料採取 フィルタを装着した サンプPCI
ラーに大気試料を で 時間通気し，捕20L/min 48
集を行った．

サンプラーはフィルタに粒径 以上PCI 10µm
（ ， ～ （ ， 以下PC-1) 2.5µm 10µm PC-2) 2.5µm
（ の 段階に大気中浮遊粒子を分級PC-3,PM2.5) 3
捕集することができる．今回は， に捕PC-1,2,3
集された粒子について抽出条件等の検討を行っ

た．

2) 抽出方法 の抽出は，有害大気汚染物PAH
質測定方法マニュアル（水銀・ベンゾ（ａ）ピ

レン） に沿ってジクロロメタン・超音波抽出２）

で行った．

サンプリングを行ったフィルタを細かく裁断

し，遠心沈殿管 に入れ，ジクロロメタン(50mL)
を加え， 分間超音波抽出を行った．こ15mL 20

の抽出液を で 分間遠心分離処理を3000rpm 20
， ．行い 上澄み液 をスピッツ管に分取した10mL

その後，スピッツ管を恒温槽に入れ，窒素を吹

き付けて乾固直前まで濃縮を行い，アセトニト







表３－１ 桜におけるＰＣ－１の測定結果 表３－２ 桜におけるＰＣ－２の測定結果

（単位： ） （単位： ）pg/m pg/m3 3

表３－３ 桜におけるＰＣ－３の測定結果 表４－１ 桑名におけるＰＣ－１の測定結果

（単位： ） （単位： ）pg/m pg/m3 3

表４－２ 桑名におけるＰＣ－２の測定結果 表４－３ 桑名におけるＰＣ－３の測定結果

（単位： ） （単位： ）pg/m pg/m3 3

表５－１ 納屋におけるＰＣ－１の測定結果 表５－２ 納屋におけるＰＣ－２の測定結果

（単位： ） （単位： ）pg/m pg/m3 3

2008.1 2008.2 2008.3 2008.4 2008.5 2008.6
BaA 2.4 <1.1 <1.1 <1.1 <1.1 <1.1
Chr 7.2 <5.2 <5.2 <5.2 <5.2 <5.2
BeP 3.8 <2.6 <2.6 <2.6 <2.6 <2.6
BbF 5.5 <2.1 <2.1 <2.1 <2.1 <2.1
BacA <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6
BkF 1.7 <0.52 0.6 <0.52 0.6 <0.52
BaP 2.9 <0.31 1.1 <0.31 1.0 0.8
DBahA <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0
BghiP 3.8 <2.6 <2.6 <2.6 2.2 <2.6
IP 24 - <16 <16 <16 <16
DBaeP <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6
BbC <0.26 <0.26 <0.26 <0.26 <0.26 <0.26
Pic 2.3 <2.1 <2.1 <2.1 <2.1 <2.1
Cor 1.5 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6

測 定 年 月
2008.1 2008.2 2008.3 2008.4 2008.5 2008.6

BaA 25 3.6 12 6.3 7.2 2.9
Chr 110 10 36 10 30 14
BeP 68 6.3 30 10 17 7.2
BbF 85 11 37 10 22 10
BacA 9.1 12 4.3 1.7 <1.6 <1.6
BkF 31 3.3 13 5.0 11 4.5
BaP 41 3.9 20 8.7 14 5.9
DBahA 10.3 <1.1 3.7 1.5 2.8 1.6
BghiP 40 4.6 25 8.2 15 6.1
IP 60 - 24 <16 19 <16
DBaeP 8.0 <1.6 2.9 <1.6 3.7 <1.6
BbC 1.5 0.33 1.0 0.44 0.63 <0.26
Pic 34 3.0 13 6.0 11 4.3
Cor 12 2.0 7.8 2.0 4.9 1.7

測 定 年 月

2008.1 2008.2 2008.3 2008.4 2008.5 2008.6
BaA 200 36 69 29 29 21
Chr 700 91 190 60 95 59
BeP 480 80 140 55 73 57
BbF 770 110 190 63 93 60
BacA 43 13 23 8.2 5.1 <6.3
BkF 260 44 79 28 41 26
BaP 380 52 110 48 52 38
DBahA 84 12 21 6 12 8.4
BghiP 440 79 160 57 62 43
IP 630 - 270 64 91 65
DBaeP 80 6.2 17 7.1 9.9 6.3
BbC 20 3.9 7 3.3 2.9 2.1
Pic 270 43 88 29 38 28
Cor 200 30 56 21 23 23

測 定 年 月
2008.1 2008.2 2008.3 2008.4 2008.5 2008.6

BaA 2.7 1.1 2.3 1.8 1.7 2.1
Chr 10 <5.2 6.1 <5.2 <5.2 9.2
BeP 4.2 <2.6 4.3 <2.6 <2.6 <2.6
BbF 4.0 2.1 4.8 2.4 2.3 2.7
BacA <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6
BkF 1.7 0.79 1.3 0.66 1.0 1.3
BaP 3.1 1.1 2.2 1.3 2.1 2.8
DBahA <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0 <1.0
BghiP 5.6 <2.6 5.0 <2.6 3.0 3.3
IP <16 - <16 <16 <16 <16
DBaeP <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6
BbC <0.26 <0.26 <0.26 <0.26 0.28 0.41
Pic <2.1 <2.1 <2.1 <2.1 <2.1 2.2
Cor 2.6 <1.6 2.8 1.8 1.6 1.7

測 定 年 月

2008.1 2008.2 2008.3 2008.4 2008.5 2008.6
BaA 24 5.2 17 13 10 7.1
Chr 99 14 74 40 41 17
BeP 53 8.2 47 20 28 16
BbF 73 10 62 30 31 17
BacA 10 <1.6 7.1 2.1 4.0 2.3
BkF 28 4.1 25 12 13 6.7
BaP 36 4.6 30 16 17 8.0
DBahA 7.4 1.1 6.6 3.9 4.5 1.9
BghiP 50 8.1 50 12 19 9.6
IP 50 - 55 24 39 <16
DBaeP 5.7 <1.6 7.4 1.9 3.8 2.0
BbC 1.4 0.31 1.4 0.91 1.2 0.86
Pic 36 4.8 28 13 14 7.3
Cor 14 3.7 16 3.9 6.3 3.4

測 定 年 月
2008.1 2008.2 2008.3 2008.4 2008.5 2008.6

BaA 290 39 110 72 52 33
Chr 1000 100 350 230 170 81
BeP 710 100 250 170 110 76
BbF 860 120 400 230 150 87
BacA 160 13 53 23 13 6.8
BkF 350 49 170 90 65 37
BaP 530 46 200 110 79 48
DBahA 81 12 44 12 22 11
BghiP 620 89 360 130 110 64
IP 860 － 410 180 140 76
DBaeP 67 21 38 14 17 7.3
BbC 25 1.6 12 6.8 6.3 3.1
Pic 370 51 200 70 59 33
Cor 300 47 170 50 49 32

測 定 年 月

2008.1 2008.2 2008.3 2008.4 2008.5 2008.6
BaA 6.7 3.6 6.5 6.6 3.9 1.9
Chr 20 14 20 14 11 8.2
BeP 7.3 4.0 10 5.1 5.8 2.5
BbF 10 4.5 9.6 5.8 5.6 2.5
BacA 1.7 <1.6 2.6 1.9 <1.6 <1.6
BkF 3.4 1.5 2.8 2.7 2.2 1.1
BaP 8.3 3.5 5.8 5.5 4.2 2.7
DBahA 1.4 <1.0 <1.0 <1.0 1.1 <1.0
BghiP 14 9.2 13.6 7.0 9.4 5.4
IP <16 - <16 <16 <16 <16
DBaeP <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6 <1.6
BbC 0.46 <0.26 <0.26 0.42 0.49 0.35
Pic <2.1 <2.1 <2.1 <2.1 2.9 3.0
Cor 7.4 6.2 18 3.8 3.8 3.0

測 定 年 月
2008.1 2008.2 2008.3 2008.4 2008.5 2008.6

BaA 54 11 21 49 9.1 8.1
Chr 220 24 92 150 39 28
BeP 120 14 53 74 18 16
BbF 170 17 69 110 23 20
BacA 20 4.3 10 13 2.0 1.9
BkF 67 7.2 30 47 10 9.2
BaP 96 10 34 68 11 11
DBahA 17 1.5 8.0 14 2.8 2.1
BghiP 110 13 63 48 14 1.3
IP 180 - 62 79 16 14
DBaeP 13 <1.6 6.8 12 2.6 1.8
BbC 3.9 0.57 1.3 3.3 0.75 0.55
Pic 71 6.3 32 44 10 6.9
Cor 31 5.9 18 12 4.8 4.2

測 定 年 月






